
知的財産法における大渕哲也教授の貢献 

Gemini Deep Research 
はじめに 
知的財産法は、近年ますます重要性を増している法分野である。情報化社会の進展、グローバ

ル化の進展、そして技術革新の加速に伴い、知的財産の創造、保護、利用は、経済成長、社会

発展、文化振興の鍵を握る要素となっている。 

このような状況下、知的財産法学の分野において、長年にわたり多大な貢献をされてきたの

が、大渕哲也教授である。本稿では、大渕教授の主要な著作物、論文、研究活動等を概観し、

知的財産法の発展に対する貢献を多角的に分析する。特に、著作権法だけでなく、特許法、審

決取消訴訟への影響など他の知的財産法への影響についても考察する。 

大渕哲也教授の略歴と主要な研究分野 
大渕哲也教授は、東京大学法学部を卒業後、ハーバード・ロー・スクールで法学博士号を取

得。東京地方裁判所判事補、最高裁判所事務総局行政局参事官等を歴任し、1999 年より東京大

学先端科学技術研究センター教授、2003 年より東京大学大学院法学政治学研究科教授を務めて

いる 1。専門は知的財産法であり、著作権法、特許法、商標法、不正競争防止法など、知的財

産法全般にわたる深い造詣を有している。 

主要な著作物と論文 
大渕教授は、数多くの著作物、論文を執筆しており、知的財産法学の研究に多大な貢献をなし

ている。ここでは、特に重要なものをいくつか取り上げ、その内容を概観する。 

著書 
● 『特許審決取消訴訟基本構造論』（有斐閣・2003 年）: 特許審決取消訴訟の制度、運用、

理論について詳細に分析した、この分野における基礎的な著作である。特許権の無効と侵

害に関する訴訟制度について、歴史的背景、国際比較、判例分析などを交えながら、体系

的に論じている 3。 
● 『知的財産法判例集』（有斐閣・2005 年）: 知的財産法の主要な判例を網羅的に収録し、

解説を加えた判例集。特許法、著作権法、商標法、不正競争防止法など、幅広い分野の判

例を扱っており、実務家、研究者にとって必携の書となっている 3。 
● 『知的財産法判例六法』（有斐閣・2013 年）: 知的財産法の主要な 6 法令について、各条

文に判例と参照条文を付した、実務に役立つ六法。特許法、実用新案法、意匠法、商標

法、不正競争防止法、著作権法の条文を網羅しており、最新の判例・改正情報も反映され

ている 4。 
● 『ソフトロー研究叢書第 4 巻 知的財産とソフトロー』（有斐閣・2010 年）: ソフトロー



とは、法的な強制力がないにもかかわらず、現実の経済社会において国や企業が何らかの

拘束感をもって従っている規範を指す。本書は、知的財産分野におけるソフトローの実

態・構造について研究した東京大学 COE プログラムの成果を論文集の形にまとめたもの

である 5。 

論文 
● 「知的財産保護のための法システムに関する横断的分析―体系的分析のための基本的枠組

みの提示を中心として」ジュリスト 1237 号（2003 年）: 知的財産法の全体像を体系的に

分析し、今後の課題を提示した論文。知的財産権の保護、利用、 enforcement 等、多岐に

わたる論点を考察し、法システム全体の整合性、効率性、国際的な調和を重視する視点が

示されている 3。 
● 「審決取消訴訟の現状と課題」日本工業所有権法学会年報 27 号（2004 年）: 特許審決取

消訴訟における問題点と改善策を論じた論文。審決取消訴訟の審理範囲、証拠調べ、判決

の拘束力など、実務上の重要な論点を詳細に分析し、制度の改善に向けた提言を行ってい

る 3。特許法における重要な論点であるダブルトラック問題についても、「ダブルトラッ

ク問題を中心とする特許法の喫緊の諸問題」3 で詳細に論じている。 
● 「著作権間接侵害の基本的枠組（前編）（中編）（後編）」著作権研究 38 号（2013

年）、39 号（2014 年）、40 号（2014 年）: 著作権の間接侵害に関する包括的な研究。間

接侵害の成立要件、責任の範囲、救済方法など、多岐にわたる論点を検討し、理論的な枠

組みを提示している 3。 
● 「著作者認定基礎理論序説――形成決定理論とその一場面の編集確定理論――」法学協会

雑誌 136 巻１号（2019 年）: 著作権法における著作者の認定に関する基礎理論を構築した

論文。従来の学説・判例を批判的に検討し、新たな理論的視点を提示している 3。 
● 「プロダクト・バイ・プロセス・クレームの解釈・保護範囲と明確性」法学協会雑誌 138

巻 1 号（2021 年）: プロダクト・バイ・プロセス・クレームとは、製造方法によって物を

特定するクレーム形式である。本論文では、プロダクト・バイ・プロセス・クレームの解

釈、保護範囲、明確性に関する法的問題点を検討し、解釈基準、侵害判断基準、無効理由

などについて、具体的な指針を提示している 3。 
● 「知的財産権法体系の二元構造における応用美術の保護（上・中・下）」法曹時報 69 巻

（2017 年）: 知的財産権法体系は、著作権法と意匠法という二つの柱から構成されてい

る。本論文では、応用美術の保護という観点から、著作権法と意匠法の保護対象、保護範

囲、権利制限規定などを比較分析し、両者の関係性、問題点、改善策などを論じている 
3。 

これらの著作物、論文は、いずれも深い学識と洞察に基づいており、知的財産法学の発展に大

きく貢献している。 

知的財産法発展への貢献 

特許法分野における貢献 
大渕教授は、特許法分野において、特に特許審決取消訴訟に関する研究で顕著な業績を挙げて

いる。『特許審決取消訴訟基本構造論』は、この分野における金字塔的な著作として高く評価



されている 3。また、「審決取消訴訟の現状と課題」などの論文において、審決取消訴訟の制

度、運用、理論について精緻な分析を行い、多くの重要な問題点を指摘するとともに、具体的

な改善策を提示している 3。 

特許法 35 条に関する研究 3 や、複数主体による発明の明細書作成に関する研究 6 など、実務的

な課題にも積極的に取り組んでいる。 

さらに、大渕教授は、特許権の本質と審判制度の機能と運用についても独自の視点から考察し

ている。特許権は、個の尊重、人間の尊厳の尊重という意味での自然権的側面を基調としつつ

も、社会的な側面から、法律によってこれが制限されているものと捉え、審判制度は、特許権

の付与・維持・消滅に関する紛争を迅速かつ適正に解決するための制度であると論じている 
7。 

著作権法分野における貢献 
著作権法分野においても、大渕教授は、「著作権間接侵害の基本的枠組」3 などの論文で、著

作権侵害に関する新たな視点を提供し、学界に大きな影響を与えている。特に、インターネッ

ト上における著作権侵害、デジタルコンテンツの保護など、現代的な課題に焦点を当てた研究

は、実務的にも重要な意義を持つ。 

大渕教授は、著作権侵害に対する差止請求権の重要性を強調している。著作権が侵害されるお

それが存在しているにもかかわらず、出版前など表現が発表される前の差止請求を認めないと

いうことは、著作権者の権利の実効的救済を著しく害するものであると主張している 8。 

知的財産法の総合的な研究 
大渕教授は、個別の法分野にとどまらず、知的財産法全体の体系、理論、政策についても深い

分析を行っている。「知的財産保護のための法システムに関する横断的分析」3 は、その代表

的な例である。 

特に、現代の高度情報化社会においては、ハード・ローだけでなく、ソフト・ローも重要な役

割を果たしていることを指摘し、両者を総合的に理解することの必要性を強調している 2。 

東アジア法、情報技術の法的保護に関する研究 
大渕教授は、知的財産法の研究に加えて、東アジア法、情報技術の法的保護といった分野にも

関心を持ち、研究を行っている。 

● 東アジアの法の発展と日本法: 東アジアにおける法制度の調和、法文化の交流、法の現代

化といった課題に取り組む研究プロジェクト 9。 
● ネットワーク環境下での情報技術(IT)の法的保護: インターネット、電子商取引、情報セキ

ュリティなど、情報技術の発展に伴う新たな法的課題を検討する研究プロジェクト 9。 

大渕教授の知的財産法研究へのアプローチ 



大渕教授は、知的財産法の研究において、多面的なかつ徹底的な議論の重要性を強調してい

る。知的財産法は、技術、経済、文化など、様々な分野と密接に関連しており、問題解決のた

めには、多様な視点からの分析が必要となる。 

そのため、大渕教授は、学者、弁理士、弁護士といった異なる専門分野の専門家が一堂に会

し、それぞれの立場から議論を交わすことの重要性を説いている 10。 

総合的な評価 
大渕哲也教授は、知的財産法学の分野において、長年にわたり、質の高い研究活動、教育活

動、社会貢献活動を続けてきた。その研究成果は、学術界、実務界双方に高く評価されてお

り、知的財産法の発展に大きく貢献していると言える。 

特に、特許法、著作権法の両分野において、深い専門知識と鋭い分析力に基づいた研究を行

い、多くの重要な問題点を指摘するとともに、具体的な解決策を提示してきた。 

主要な貢献 
● 特許審決取消訴訟に関する包括的な研究: 特許審決取消訴訟の制度、運用、理論に関する

精緻な分析を行い、学界、実務界に大きな影響を与えている。 
● 著作権侵害、特に間接侵害に関する先駆的な研究: 著作権侵害、特に間接侵害に関する新

たな法的枠組みを提示し、デジタル時代における著作権保護に貢献している。 
● 知的財産法の総合的な分析: 知的財産法全体の体系、理論、政策について深い分析を行

い、ハード・ローとソフト・ローの両面から考察している。 
● 多様な視点からの研究: 東アジア法、情報技術の法的保護といった分野にも関心を持ち、

知的財産法の研究に新たな視点を提供している。 

他の学者や実務家への影響 
大渕教授の研究は、他の学者や実務家にも大きな影響を与えている。その著作物、論文は、多

くの学術論文、判決、実務書で引用されており 11、知的財産法学の発展に貢献している。 

知的財産法の立法・判例への反映 
大渕教授の研究成果は、知的財産法の立法や判例にも反映されている。例えば、特許法、著作

権法の改正において、大渕教授の意見が参考にされた事例がある。 

結論 
大渕哲也教授は、日本の知的財産法学を牽引するリーディング・リサーチャーの一人であり、

その貢献は多岐にわたる。特許法、著作権法をはじめとする知的財産法の各分野において、深

い学識と洞察に基づいた研究を行い、多くの重要な問題点を指摘するとともに、具体的な解決

策を提示してきた。 



また、知的財産法全体の体系、理論、政策についても深い分析を行い、ハード・ローとソフ

ト・ローの両面から考察することで、現代社会における知的財産法の役割と課題を明らかにし

ている。 

大渕教授の研究成果は、学術界、実務界双方に大きな影響を与え、知的財産法の発展に大きく

貢献している。今後も、大渕教授の研究活動が、知的財産法の発展、そして社会の発展に貢献

していくことを期待する。 
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